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法務

を
下
回
る
の
は
違
法
だ
と
す
る
判
決

が
出
ま
し
た
。
当
社
で
も
、
定
年
後

に
再
雇
用
し
た
労
働
者
の
給
与
は
、

定
年
前
の
給
与
の
60
％
よ
り
低
い
水

準
に
し
て
い
ま
す
。
定
年
後
再
雇
用

労
働
者
の
給
与
の
見
直
し
は
必
要
で

し
ょ
う
か
。　

多
く
の
企
業
で
、
定

年
後
再
雇
用
時
に
給
与

の
引
き
下
げ
を
行
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
名
古
屋

地
方
裁
判
所
の
判
決
（
以
下
、
本
判

決
）
で
は
、
定
年
後
も
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る
場
合
に
、
旧
労
働
契
約
法

20
条
（
以
下
、
旧
法
20
条
）
で
定
め

ら
れ
た
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止

ル
ー
ル
に
違
反
し
な
い
か
と
、
裁
判

で
争
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
基

本
給
や
賞
与
は
、
定
年
前
の
給
与
水

準
と
比
較
し
て
60
％
を
下
回
る
部
分

は
違
法
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
法
20
条
が
よ
り
具
体
化
さ
れ
て
、

昨
年
10
月
、
定
年
後
再

雇
用
労
働
者
の
給
与
は
、

定
年
前
の
給
与
の
60
％

「
短
時
間
労
働
者
及
び
有
期
雇
用
労

働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す

る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム

・
有
期
雇
用
労
働
法
。
以
下
、
法
）」

第
8
条
に
規
定
さ
れ
、
大
企
業
は
令

和
2
年
4
月
か
ら
、
中
小
企
業
は
令

和
3
年
4
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

本
判
決
も
ふ
ま
え
、
実
際
に
給
与

の
見
直
し
が
必
要
な
の
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

１
．
本
判
決
の
内
容

　

原
告
2
名
は
自
動
車
学
校
の
教
習

指
導
員
と
し
て
、
定
年
後
は
嘱
託
社

員
（
有
期
雇
用
契
約
）
で
就
労
し
て

い
ま
し
た
。
会
社
を
相
手
ど
り
、
正

社
員
と
の
待
遇
差
が
不
合
理
で
あ
る

と
し
て
、
旧
法
20
条
に
違
反
す
る
と

提
訴
し
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
裁
判
所
は
、
最
高
裁

判
所
の
判
例
等
を
基
準
と
し
て
判
断

し
、
前
述
の
通
り
、
基
本
給
や
賞
与

に
つ
い
て
、
定
年
前
の
給
与
水
準
と

比
較
し
て
60
％
を
下
回
る
部
分
は
違

法
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
認
め

ま
し
た
。

２
．
法
第
8
条
（
旧
法
20
条
）
に
つ

い
て

　

本
判
決
は
、
旧
法
20
条
に
つ
い
て

の
判
決
で
す
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
、

法
第
8
条
と
関
連
す
る
同
法
第
9
条

（
以
下
、
併
せ
て
改
正
法
）
は
、
旧

法
を
裁
判
例
な
ど
も
ふ
ま
え
て
具
体

化
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
判
決
の
考
え
方
は
、
改
正
法
の

下
で
も
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
改
正
法
に
つ
い

て
、「
同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正

社
員
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
と
の
間

で
、
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
待
遇
に
つ
い
て
、
不
合
理
な
待
遇

差
を
設
け
る
こ
と
が
禁
止
」
さ
れ
る

と
し
、
具
体
例
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」）
で
示
す
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
正
社

員
と
非
正
規
社
員
の
待
遇
差
に
つ
い

て
、
不
合
理
と
な
る
か
ど
う
か
の
具

体
例
や
原
則
的
な
考
え
方
を
示
し
て

お
り
、
基
本
給
や
手
当
、
賞
与
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
た
め
、
内

容
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
文
末
に
て
一
部
紹
介
）。
特
に
、
時

間
外
手
当
等
や
通
勤
手
当
等
に
つ
い

て
は
、
非
正
規
社
員
に
正
社
員
と
同

一
の
支
給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
定
年
後
再
雇
用
固
有
の
問
題

　

定
年
後
再
雇
用
の
場
合
、
同
じ
仕

事
を
し
て
い
る
の
に
大
幅
に
給
与
を

下
げ
る
仕
組
み
を
採
用
す
る
企
業
が

多
い
理
由
の
一
つ
は
、
コ
ス
ト
の
問

題
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
定
年
後
の

再
雇
用
が
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に

基
づ
い
て
「
働
き
た
い
人
に
対
し
、

機
会
を
設
け
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
形

で
始
ま
り
、
再
雇
用
時
の
給
与
水
準

は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
で
は
、
65

歳
ま
で
の
再
雇
用
が
努
力
義
務
化
さ

れ
（
平
成
12
年
改
正
）、
平
成
16
年

定
年
後
再
雇
用
労
働
者
の

給
与
に
つ
い
て

虎
門
中
央
法
律
事
務
所

（
商
工
研
相
談
業
務
委
嘱
先
）

弁
護
士

正
田
賢
司
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の
改
正
で
は
、
就
業
機
会
の
確
保
は

段
階
的
に
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
た

だ
し
、
定
年
後
再
雇
用
時
の
正
社
員

と
の
待
遇
差
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
議

論
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、

多
く
の
企
業
で
、
コ
ス
ト
や
年
金
受

給
な
ど
も
考
慮
し
、
再
雇
用
の
仕
組

み
は
作
る
も
の
の
、
給
与
を
大
幅
に

下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
疑

問
を
も
た
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

他
方
、
平
成
25
年
に
施
行
さ
れ
た

旧
法
で
導
入
さ
れ
た
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
原
則
は
、
正
社
員
と
非
正
規

社
員
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
定
年
後
再
雇
用
労
働
者

（
ほ
と
ん
ど
が
非
正
規
社
員
）
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
定
年

前
後
で
仕
事
の
内
容
が
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
の
に
給
与
が
大
幅
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
労
働
者
か

ら
疑
問
が
出
さ
れ
、
相
当
数
の
訴
訟

が
起
こ
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

訴
訟
の
原
告
は
車
の
運
転
な
ど
に

関
わ
る
業
務
が
多
く
、
本
判
決
の
原

告
も
、
自
動
車
教
習
所
の
教
習
指
導

員
で
し
た
。
こ
う
し
た
業
務
で
は
、

定
年
前
後
で
仕
事
の
内
容
が
変
わ
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
給
与
の
格
差
に

つ
い
て
の
合
理
的
説
明
が
難
し
い

（
労
働
者
の
納
得
が
特
に
得
ら
れ
に

く
い
）
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

４
．
本
判
決
と
改
正
法
施
行
に
伴
う

給
与
等
の
見
直
し
の
必
要
性

　

本
判
決
は
、
地
方
裁
判
所
の
判
決

で
あ
り
、
給
与
の
格
差
に
つ
い
て
違

法
性
を
認
め
た
裁
判
例
は
、
ご
く
少

数
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

た
だ
ち
に
定
年
後
再
雇
用
労
働
者
の

給
与
体
系
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
が
報
道

さ
れ
、
改
正
法
が
今
年
4
月
よ
り
中

小
企
業
で
も
施
行
さ
れ
る
こ
と
、
65

歳
ま
で
の
再
雇
用
が
義
務
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ほ
ぼ
同
一
の
仕
事
を
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
年
後
再
雇
用

時
に
大
幅
な
給
与
引
き
下
げ
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
労
働
者
か
ら
待
遇

差
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
ら
れ
る

機
会
も
増
え
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

　

定
年
後
再
雇
用
労
働
者
の
給
与
が
、

定
年
前
の
給
与
水
準
の
60
％
で
認
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
本
判
決
が
最

高
裁
判
所
等
で
見
直
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
参
考
値

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
上

の
待
遇
差
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
紛
争
防

止
の
観
点
か
ら
は
、
待
遇
差
の
理
由

を
労
働
者
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

待
遇
差
を
設
け
る
な
ら
ば
、
定
年

の
前
後
で
業
務
の
内
容
を
変
え
る
こ

と
が
よ
り
根
本
的
な
解
決
方
法
で
す
。

　

諸
手
当
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
手
当
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
非
正

規
社
員
に
支
給
し
な
い
こ
と
や
、
水

準
に
差
を
設
け
る
こ
と
が
違
法
で
あ

る
と
の
裁
判
例
が
、
最
高
裁
判
所
を

含
め
て
多
数
出
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

こ
う
し
た
部
分
か
ら
待
遇
差
を
見
直

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
本
判
決
で
争
点
と
な
っ
た

基
本
給
や
賞
与
、
有
給
休
暇
等
の
労

働
条
件
も
見
直
し
が
必
要
で
す
。
定

年
前
の
給
与
体
系
の
見
直
し
等
も
含

め
、
労
働
者
か
ら
申
し
出
が
さ
れ
る

前
に
、
内
容
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

＊

厚
生
労
働
省
「
同
一
労
働
同
一
賃
金

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
概
要
（
令
和
元

年
8
月
作
成
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
N
o
．

11
）
よ
り
抜
粋

・
基
本
給

　

労
働
者
の
「
①
能
力
又
は
経
験
に

応
じ
て
」、「
②
業
績
又
は
成
果
に
応

じ
て
」、「
③
勤
続
年
数
に
応
じ
て
」

支
給
す
る
場
合
は
、
①
、
②
、
③
に

応
じ
た
部
分
に
つ
い
て
、
同
一
で
あ

れ
ば
同
一
の
支
給
を
求
め
、
一
定
の

違
い
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
相

違
に
応
じ
た
支
給
を
求
め
て
い
る
。

・
役
職
手
当
等

　

正
社
員
と
同
一
の
役
職
に
就
く
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
有
期
雇
用
労

働
者
（
以
下
、「
有
期
雇
用
労
働
者

等
」）
に
は
、
同
一
の
支
給
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
通
勤
手
当
等

　

有
期
雇
用
労
働
者
等
に
は
正
社
員

と
同
一
の
支
給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

・
賞
与

　

正
社
員
と
同
一
の
貢
献
で
あ
る
有

期
雇
用
労
働
者
等
に
は
、
貢
献
に
応

じ
た
部
分
に
つ
き
、
同
一
の
支
給
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
時
間
外
手
当
等

　

正
社
員
と
同
一
の
時
間
外
、
休
日
、

深
夜
労
働
を
行
っ
た
有
期
雇
用
労
働

者
等
に
は
、
同
一
の
割
増
率
等
で
支

給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
家
族
手
当
・
住
宅
手
当
等

　

均
衡
・
均
等
待
遇
の
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
各
社
の
労
使
で
個
別
具
体

の
事
情
に
応
じ
て
議
論
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。


